
➡成人式を迎えた息子と

あると思います。でも大丈夫。乗り切る力をあなたは
持っています。中学、高校、そして大学と友達に恵
まれました。一生の財産です。あなたに関わってく
ださる人に感謝の気持ちを忘れずに、困っている人
を助ける優しさを忘れずに残りの大学生活が充実す
るよう過ごしてください。あなたの未来が素晴らしい
ものになるよういつも見守っています。

張の場でその国の人とランチをしたり、会食をしたり
仕事以外の会話が必要になってくる。そんな時、日
頃どれだけその国に関心を寄せているか、世界の動
向をどれだけ気にしているかで会話の弾み具合が異
なる。また、コミュニケーションが取れるかどうかは、
信頼関係の構築面では大きい。どんなに優秀なエン

ジニアでも相手とコミュニケーションが取れないと信
頼関係は築けない。そして、どんなに良い物を作っ
てもコミュニケーション能力がないと海外販売はでき
ない。グローバル化が確立された現在、どうしても
日本だけに留まるわけにはいかない。時間がある学
生時代に是非とも海外経験を積んで欲しいと思う。

　私の息子として産まれて二十年。小さい時から私
を困らせず、聞き分けのいい子でした。ある時、聞
いた言葉で「乳児は肌を離さず、幼児は手を離さず、
少年は目を離さず、青年は心を離さず」というのが
あります。この言葉を心に育ててきました。そして、
息子を育てることでいろいろと体験することもできま
した。これからもずっと心を離さずあなたに寄り添い
見守っていきます。
　４月からは法学部３年生になります。まだ自分は何
に進みたいのかが具体的にならず、社会人になる実
感もないようにも思いますが、興味のあるもの、自分
の目標を見つけ出し、一生の仕事に就けるよう願っ
ています。まだまだ悩むこと、挫けそうになることも

二十歳になった息子へ
神奈川西支部  石黒まゆみ

　会報『育友』にあなたの原稿をお寄せください。原
稿用紙１枚（400字）程度からでも投稿できますので
自由な内容でお書きください。１ページ最大1,500字
程度です。原稿と併せて写真も歓迎いたします。
　採用させていただいた方には記念品を進呈いたし
ます。
　応募は、E-mail、郵送、FAXいずれの方法でも結
構です。お名前、ご住所、電話番号をお書き添えの上、
お送りください。誌面スペースの都合で掲載できない

送
り
先

	 専修大学育友会事務局
	 〒101-8425		東京都千代田区神田神保町3-8
	 F A X 　03-3265-5082
	 E-mail　ikuyuuka@acc.senshu-u.ac.jp

場合や一部割愛する場合があることを予めご了承くだ
さい。
　現時点で投稿しようか迷っていらっしゃる方は、巻
末アンケートはがき（インターネット）の投稿チェック
欄に印をつけてください。

投 稿 を 募 集 し て い ま す専修 コミュニティ
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